
は
じ
め
に

日
高
北
部
森
林
管
理
署
管
内
を
流
れ
る
沙さ

流る

川が
わ

（
由
来
は
ア
イ
ヌ
語
の「
サ
ㇻ（
ヨ
シ
原
）」）の
流
域

で
は
、
古
く
か
ら
ア
イ
ヌ
民
族
が
先
住
し
、
河
海

の
産
物
と
と
も
に
、
樹
木
、
樹
皮
、
樹
液
、
山

菜
、
根
、
つ
る
、
木
の
実
、
き
の
こ
類
と
い
っ
た

多
様
な
森
の
恵
み
を
巧
み
か
つ
持
続
的
に
利
用
し

て
暮
ら
し
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
な
暮
ら
し
、

生
業
の
場
、
そ
し
て
文
化
の
伝
承
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
独
自
の
文
化
を
営

み
、
伝
承
し
て
い
く
上
で
大
切
な
場
で
あ
る「
森
」

の
再
生
に
向
け
た
地
域
と
国
有
林
と
の
協
働
と
連

携
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

取
組
の
経
緯

沙
流
川
流
域
の
平び
ら

取と
り

町ち
ょ
う

で
は
、
平
成
８
年
頃
か

ら「
イ
オ
ル
」（
ア
イ
ヌ
の
伝
統
的
な
生
活
空
間
）

の
再
生
に
向
け
て
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
北
海
道
森
林
管
理
局
も
、
国
有
林
と
し
て

ア
イ
ヌ
の
人
々
の
想
い
を
受
け
た
森
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
町
や
地
域
の
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
そ
の

コ
タ
ン
コ
ㇿ
カ
ム
イ
の
森
づ
く
り
に
向
け
て

国有林野
事業の
取組

北海道沙
さ

流
る

郡
ぐん

日
ひ

高
だか

町
ちょう

栄町東２丁目
258番地の３

所在地

日高北部森林管理署区域面積　173,51６ha
うち森林面積 143,357ha
うち国有林面積 101,428ha

区域面積

２町（日高町及び平
びら

取
とり

町
ちょう

）関係自治体

北
海
道
森
林
管
理
局　
日
高
北
部
森
林
管
理
署

21
世
紀
・
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
の
森
再
生
計
画

理
念
を
共
有
す
る
活
動
を
重
ね
、
平
成
25
年
４
月

に
、
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
平
取
支
部
（
現
・
平
取

ア
イ
ヌ
協
会
）
長
、
平
取
町
長
、
北
海
道
森
林
管

理
局
長
の
三
者
に
よ
る
「
21
世
紀
・
ア
イ
ヌ
文
化

伝
承
の
森
再
生
計
画

－

コ
タ
ン
コ
ㇿ
カ
ム
イ
の
森

づ
く
り
推
進
の
た
め
の
協
定
書

－
」
を
締
結
し
ま

し
た
。「
コ
タ
ン
コ
ㇿ
カ
ム
イ
」は
、
ア
イ
ヌ
語
で

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
を
指
し
、
村
の
守
り
神
を
意
味
し

ま
す
。

北海道

日高北部森林管理署

幌尻岳
額平川二風谷

日高門別川

胆振地方

熊見山

芽室岳
チロロ岳

北戸蔦別岳
戸蔦別岳

アベツの森

幌尻原生林

日高町
（門別地区）

日高町
（日高地区）

平取町

沙流川

門別鼻南小島

十勝地方

上川地方

日高地方中部

管内概要

管内最高峰（2,052m）である幌尻（ポロシㇼ）岳（「ポロシㇼ」はアイヌ語で「大きな山」の意）

　日高北部森林管理署の管轄区域は、日高地方西部の沙流郡
全域で、胆

い
振
ぶり

地
ち

方
ほう

、上川地方及び十勝地方と境を接しており、
その約８割が一級河川である沙流川の流域です。
　海抜０ｍ（門

もん
別
べつ

鼻
はな

南
みなみ

小
こ

島
じま

）から標高2,052ｍ（幌
ぽろ

尻
しり

岳
だけ

）まで国有
林野が分布し、天然林と人工林の比率は９対１で、天然林の主な
樹種は、トドマツ、エゾマツ、カンバ類、ヤチダモ、シナノキ、
ハルニレ、ミズナラ等、人工林は、トドマツ、カラマツ、アカエ
ゾマツ等となっています。
　管内の上流域にあたる日高山脈には、原生的な自然環境が広
く残されています。令和６年６月には、陸域では日本最大の国立
公園となる日

ひ
高
だか

山
さん

脈
みゃく

襟
えり

裳
も

十
と

勝
かち

国
こく

立
りつ

公
こう

園
えん

が誕生しました。
　また、管内は競走馬や大玉トマトの全国有数の産地としても知
られており、地元では自然と文化と産業を活かした地域振興に取
り組んでいます。
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基
本
理
念
と

具
体
的
な
取
組

協
定
は
、
平
取
町
内
の
国
有
林
を
対
象
区
域
と

し
て
、
北
海
道
古
来
の
森
の
再
生
、
文
化
伝
承
に

必
要
な
生
物
相
の
育
成
と
回
復
、
そ
の
保
全
と
活

用
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
、
地
域
と
国
有
林
の
協

働
と
連
携
な
ど
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
現

場
で
の
主
要
な
活
動
は
、
平
取
町
か
ら
事
業
を
受

託
し
て
い
る（
株
）平
取
町
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
公
社

（
以
下「
振
興
公
社
」）と
当
署
が
担
っ
て
い
ま
す
。

（1）
ア
ベ
ツ
の
森
で
の
活
動

沙
流
川
支
流
・
ア
ベ
ツ
川
流
域
の
国
有
林
で
は

北
海
道
古
来
の
森
の
再
生
に
向
け
て
、
オ
ヒ
ョ
ウ

や
カ
ツ
ラ
な
ど
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
統
的
な
営
み

に
不
可
欠
な
樹
種
や
草
本
類
の
植
栽
試
験
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、
ノ
ネ
ズ
ミ
対

策
と
し
て
オ
オ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
な
ど
の
巣
箱
も
設
置

し
ま
し
た
。
巣
箱
の
設
置
は
、
隣
接
す
る
三
井
物

産
㈱
の
社
有
林「
沙
流
山
林
」で
先
行
実
施
さ
れ
て

お
り
、
民
国
連
携
に
よ
る
効
果
の
発
現
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
現
在
７
か
所
あ
る
試
験
地
の
平
均
面
積

は
0
・
1
ha
程
度
で
す
が
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え

て
、
分
収
造
林
制
度
を
活
用
し
た
本
格
的
な
森
づ

く
り
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

（2）
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
生
息
環
境
の
再
生

豊
か
な
森
林
生
態
系
を
象
徴
す
る
シ
マ
フ
ク
ロ

ウ
の
生
息
環
境
の
再
生
に
も
、
環
境
省
や
専
門
家

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
に
は
、
主
食
で
あ
る
魚
類
が
遡

上
し
て
繁
殖
で
き
る
河
川
環
境
が
不
可
欠
で
す
。

し
か
し
、
沙
流
川
水
系
の
河
川
や
沢
に
も
多
数
の

取
水
施
設
（
頭
首
工
）
や
治
山
ダ
ム
等
が
設
置
さ

れ
、
魚
類
の
遡
上
を
妨
げ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

振
興
公
社
は
頭
首
工
に
木
製
の
簡
易
な
魚
道
を
設

置
し
、
当
署
は
上
流
の
治
山
ダ
ム
を
改
良
す
る
こ

と
で
、
魚
類
の
遡
上
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
、
効
果
の
発
現
が
期
待
で
き
る
沙

流
川
水
系
の
複
数
の
支
流
で
取
組
を
進
め
る
予
定

で
す
。

ま
た
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
は
世
界
最
大
級
の
フ
ク

ロ
ウ
類
で
す
。
そ
の
営
巣
に
適
し
た
大
径
木
は
僅

か
で
あ
る
た
め
、
当
面
の
代
替
と
し
て
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
巨
大
巣
箱（
高
さ
90
cm
、
幅
64
cm
、

奥
行
き
73
cm
）
を
、
餌
場
と
な
る
水
辺
に
近
い
木

な
ど
専
門
家
が
選
ん
だ
適
地
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

幌尻原生林のカツラの巨木（北海道古来
の森の姿を残す森）

ノネズミ対策としてフクロウ類の巣箱を
振興公社と署が共同で設置

（3）
伝
統
的
工
芸
品
の
材
料
の
供
給

「
ア
ッ
ト
ゥ
ㇱ
」は
、
オ
ヒ
ョ
ウ
や
シ
ナ
の
内
樹

皮
を
加
工
し
た
糸
で
織
る
伝
統
的
な
反
物
で
す
。

平
取
町
の「
二に

風ぶ

谷た
に

ア
ッ
ト
ゥ
ㇱ
」は
、
糸
に
撚
り

を
か
け
る
の
が
特
徴
で
、
平
成
25
年
に
は
、「
二

風
谷
イ
タ
」（
ア
イ
ヌ
文
様
が
彫
ら
れ
た
木
製
の

盆
）
と
と
も
に
、
経
済
産
業
大
臣
か
ら
北
海
道
で

初
の「
伝
統
的
工
芸
品
」の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

アイヌ文化で伝統的に利用する植物の解説
写真：（株）平取町アイヌ文化振興公社

現
在
の
沙
流
川
流
域
で
は
、
オ
ヒ
ョ
ウ
が
減
少

し
た
た
め
、
国
有
林
と
道
有
林
が
連
携
し
て
、
オ

ヒ
ョ
ウ
樹
皮
を
全
道
か
ら
供
給
し
て
い
ま
す
が
、

将
来
的
に
は
沙
流
川
流
域
の
オ
ヒ
ョ
ウ
資
源
を
回

復
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
風
谷

イ
タ
の
材
料
と
し
て
、
管
内
の
人
工
林
の
間
伐
等

に
伴
い
生
産
さ
れ
る
広
葉
樹
素
材
か
ら
加
工
に
適

し
た
も
の
を
選
別
し
て
供
給
し
て
い
ま
す
。
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（5）
ア
イ
ヌ
共
用
林
野
の
設
定

令
和
６
年
７
月
に
は
、
チ
セ
の
維
持
や
補
修
に

必
要
な
補
助
資
材
や
伝
統
食
材
の
採
取
、
さ
ら
に

は
体
験
活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、「
ア
イ
ヌ

共
用
林
野
」を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
ア
イ

ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
31

年
4
月
26
日
法
律
第
16
号
）」（
以
下
、
ア
イ
ヌ
施

策
推
進
法
と
い
う
。）に
基
づ
く
制
度
で
、
ア
イ
ヌ

文
化
の
振
興
等
に
利
用
す
る
林
産
物
を
採
取
す
る

権
利
を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

10
周
年
そ
し
て
将
来
へ

試
行
錯
誤
を
経
な
が
ら
も
、
令
和
５
年
度
、
協

定
は
締
結
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
施
策

推
進
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
ア
イ
ヌ
政
策
推
進

交
付
金
」
の
後
押
し
も
得
て
、
活
動
は
年
々
充
実

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
２
月
に
は
、
平
取
町
二
風
谷
で
協
定

10
周
年
を
記
念
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
北

海
道
森
林
管
理
局
長
も
出
席
し
て
、
三
者
の
協
働

と
連
携
の
成
果
や
そ
の
継
続
の
重
要
性
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
で
す
。　

北
海
道
古
来
の
森
の
再
生
に
要
す
る
数
百
年

の
時
か
ら
す
れ
ば
、
10
周
年
は
、
ま
だ
ま
だ
「
序

章
」
で
す
。
現
地
を
預
か
る
我
々
も
、
多
様
な
関

係
者
と
協
定
の
理
念
や
森
の
再
生
イ
メ
ー
ジ
を
共

有
し
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
民
族
と
し
て
の
誇
り
を

持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
誇
り
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
図
る
べ
く
、
絶
え
間
な

い
協
働
と
連
携
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

コタンコㇿカムイと共に見る「２１世紀・アイヌ文化伝承の森」イメージボード
（協定10周年を記念し、地域の将来像を共有するために制作）

（4）
ア
イ
ヌ
文
化
の
体
験

振
興
公
社
で
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
を
体
験
す
る

様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
こ
で

は
、
山
菜
の
採
取
、
伝
統
料
理
の
調
理
や
試
食
、

チ
セ（
伝
統
的
家
屋
）や
ク
チ
ャ
チ
セ（
ト
ド
マ
ツ

の
枝
で
組
ん
だ
仮
設
の
狩
小
屋
）
の
見
学
、
資
源

植
物
や
伝
統
猟
具
の
解
説
、
森
に
入
る
前
の
神
々

へ
の
祈
り
な
ど
を
体
験
で
き
ま
す
。
国
内
外
か
ら

の
参
加
者
が
ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
で
関
係
者
の
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
ほ
か
、

協
定
の
基
本
理
念
で
あ
る
新
た
な
雇
用
の
創
出
に

寄
与
す
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

山菜（ミツバ・ニリンソウ・モミジガサ）を用いた伝統料理「オハウ」（汁物）と雑穀のおにぎり
写真：（株）平取町アイヌ文化振興公社
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